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１．初 め に　
明治初期に来日しお雇い外国人の一人として英
語の授業を担当した，フレデリック・ウイリアム
ス・ストレンジ（Frederick William Strange）
は陸上競技とボート競技をよく指導し，それぞれ
の競技関係者から陸上競技の父，ボート競技の父
あるいは近代スポーツの父と呼ばれ今でも多くの
関係者から尊敬されている。彼の生涯における多
くの謎は近年東京外国語大学ボート部の卒業生で
ある高橋孝蔵氏の研究により明らかにされた。
初めてストレンジの名前が書かれた書籍は，ボ
ート競技を直接指導され明治 22 年（1889）に帝
国大学（現東京大学）を卒業したボート競技の第
一回校内競漕会で優勝した武田千代三郎が明治
37 年（1904）に著した理論実験　競技運動であ
ると思われる。この著作はボート競技においてス
トレンジの指導を受けた者の中でも一番弟子と自
負していた武田千代三郎がスポーツ全般にわたっ
て解説を行ったものであった。
またその著作の中には今日では唯一とされる
Ｆ・Ｗ・ストレンジの写真が掲載されており，今
日のスポーツ関係の著作の多くがその写真を引用
している。しかしその写真の下部にはＦ・Ｗ・ス
トレンジの署名と考えられるものが掲載されてい
たが，以降に発行された著作にはその署名が削除
されている。おそらく削除された理由は明治 21
年（1888）ストレンジが若くして死亡したため
に彼の遺品の多くが行方不明になったためではな
いかと考えられる。つまりストレンジの生涯を研
究したものがストレンジの署名と判断するための
比較に必要なストレンジの他の署名が見つからな
かったため，削除したのではないかと考えられる。
そのため今ではストレンジの署名と思われるもの
が残っていることさえあまり知られていないとい
うのが現状である。
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要 約
Ｆ・Ｗ・ストレンジに関する研究は今日飛躍的に進んだと言えるだろう。しかしボート競技でストレンジの一番弟
子を称する武田千代三郎によって明治 37 年（1904）博聞館で著した理論実験　競技運動の中にある肖像写真の下に
つけられたストレンジによる署名だと考えられるものは，今日までそれが真筆だと比較検討するストレンジの他の署
名が発見できず明確に判定することはかなわなかった。しかし高橋孝蔵氏の研究によりロンドンでストレンジの他の
署名が発見されたことで，筆跡鑑定を試みた結果二つの署名はストレンジによるものであると鑑定を受けることが出
来た。
このことにより 110 年間ストレンジの署名であるとは考えられなかった署名が，ストレンジにより書かれたもので
あると明確に証明できたといえるだろう。
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そこで本研究では新たに発見された資料によ
り，ストレンジの署名の正当性を明らかにするこ
とを目的とする。
２．新資料の発見　
渡辺孝蔵氏によればストレンジの研究は昭和
48 年（1973）渡辺融東京大学名誉教授によるＦ・
Ｗ・ストレンジ考（体育学紀要第 7 号）が洞察力
に富んだ分析を与えた。また昭和 53 年（1978）
に木村毅氏の著した日本スポーツ文化史のなかで
も，ストレンジ関係の資料が少ないことが述べら
れている。しかし時がたち平成 8 年（1996）阿
部生雄筑波大学教授が不昧堂から発行した「イギ
リスのＦ・Ｗ・ストレンジ」はその詳細な研究か
ら，アメリカ人の元ボート選手でリチャード・ル
イス博士（Richard・Lewis）やイギリスの家系研
究家レイ・フェザー氏（Rae・Fether）に多大な
影響を与えストレンジ研究は大幅に進んだとされ
ている。
また高橋孝蔵氏によればＦ・Ｗ・ストレンジの
急死以降未亡人のエディス（Edith）は，フラン
ス公使館付武官を務めたことのあるブグアン退役
大尉（Alexandre・E・Bougoin）と結婚した。ス
トレンジとの間に誕生していたフレデリック・ベ
イリー（Frederick・Bailey）とエレノア・マーサ
（Nora）はストレンジの姓はそのまま名乗った。
やがて一家はフランスに帰国し息子のフレデリッ
ク・ベイリーはフランス人と結婚し二児が誕生し
た。娘のエレノア・マーサはコルシカ島に生活の
場を設けたようだが詳細については不明である。
高橋孝蔵氏はフレデリック・ベイリーの 6 人の
孫たちが健在であると述べているが，ストレンジが
日本で初めて明治 16 年（1863 年）に丸善から出版
された書籍　アウトドア　ゲームス　（OUTDOOR 
GAMES）がレイ・フェザーの従弟にあたる古書
収集家によりロンドンの古書店で発見され無事に
子孫に買い戻された。またその本の表紙の裏には
1．イギリスの家系研究家レイ・フェザー氏（Rae・Fether）蔵
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「Walter Strange With Uncle Fred,s Best Love 
And Wishes Xmas 1883」とのストレンジによっ
て書かれたメッセージと署名が残されていた。つ
まり「ウオルター・ストレンジへ　叔父フレッド
の最高の愛と希望を込めて　1883 年　クリスマ
ス」という内容であり当時 11 歳になっていた甥
がパブリックスクールに入学し厳しいスポーツの
鍛錬を受けることになることを心配してストレン
ジが贈ったものだと考えられる。
つまりロンドンンで発見されたアウトドアゲー
ムスの表紙に残されたストレンジのものだと思わ
れるサインが発見されたことで，武田千代三郎の
著した「理論実験　競技運動」に残されたストレ
ンジのサインと思われる署名の正当性を検証する
ことが可能になったのである。
３．新しい署名との比較および検討　
高橋孝蔵によれば著書「倫敦から来た近代スポ
ーツの伝道師　副題お雇い外国人Ｆ・Ｗ・ストレ
ンジの活躍」のなかで，新たにロンドンンで発見
された「アウトドア・ゲームス」に書かれていた
ストレンジと思われる筆跡と，武田千代三郎著「理
論実験　競技運動」の写真下部にある署名は，か
なり明白と判定しストレンジと断定したと述べて
いる。
しかし今後ストレンジについて新たな著作がな
された場合には，現状では明らかにストレンジの
サインであるとの判定が専門機関等からなされて
いなければ，これまでと同じようにストレンジの
写真しか引用されないのではないかと思われる。
そこで著者は日本筆跡鑑定協会正会員である藤田
筆跡解析鑑定所に二つの署名の二つの署名が同一
人物によって書かれたのかを明確にするために，
二つの署名の異同診断を依頼した。
筆跡異同診断書によれば，
1．資料は二つの写真の署名とした。
2．その結果として鑑定資料のサインは本人の
サインであると認められる。
3．異同診断手法概略としてＦＴＡ解析手法
（Falt・Tree・Analysis）で行い，強い光を
本紙の下からあてて，文字の輪郭を描き，
その上から筆記用具でなぞる手法である透
写や本人のサインを見てそれに似せて各手
法である臨書の二つの観点から調査した。
それによればいずれも字画形態をまねるた
め，筆勢や筆圧等をまねることは至難であ
るため，サインを書くときの運筆，字画形
2．イギリスの家系研究家レイ・フェザー氏（Rae・
Fether）蔵
1883年（明治 23年）「アウトドア　ゲームス」の表紙
裏に残されたストレンジ氏の署名と思われる　イギリ
スの家系研究家レイ・フェザー氏（Rae・Fether）蔵
3．武田千代三郎著　明治 37年（1904）理論実験　競
技運動　ストレンジの署名と思われる　古城庸夫蔵
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態。筆勢，筆圧に注目して行った。また欧
米人のサインは，その字画形態に芸術的要
素も含まれているので，その点にも留意し
て行った。
サインの字画形態の特徴
（1） ストレンジのサインには S,r,e の三文字に特
徴がある。
（2）Ｓは筆者固有の形状である。
（3） ｒは通常筆記体で書かれるが，ストレンジ
は活字体のｒを書いている。
（4）ｅの字は左に倒れている。
（5） 以上のことから 3 文字の特徴が一致してい
る。
サインの筆圧のかかり方
（1）ａの字には筆圧に違いがみられる。
（2）W,S,r,g,e の筆圧のかかり方は同じである。
（3）鑑定資料全体では筆圧の強弱の差が少ない。
（4）なぞり文字の特徴は見受けられない。
（5） 鑑定資料のサインは作為的に書かれたもの
ではなく，自然に書かれたものである。
4．異同診断結果は上記の結果より，鑑定
資料のサインはＦ・Ｗ・ストレンジ氏
であると認められる。
　つまり藤田筆跡解析鑑定所の診断によれば，
今回ロンドンで発見されたストレンジのサイン
と，武田千代三郎により著された「理論実験　競
技運動」のサインは全く同一人物によって書かれ
たサインであるということが科学的に証明された
といえる。
４．ま と め　
理論実験　競技運動　明治 37 年（1904）博聞
館発行で武田千代三郎によってＦ・Ｗ・ストレン
ジの業績とサインが広く世の中に紹介されて以
来，110 年間にわたってそのサインがストレンジ
のサインであることが証明できなかったために，
4．理論実験　競技運動の署名とアウトドア　ゲームスの署名
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長い間サインの存在すら忘れ去られていた。
しかし今回の研究で藤田筆跡解析鑑定所から出
された筆跡異同診断書の鑑定から，二つのサイン
が本人により書かれたものであるという結果を得
ることができたことで，今後に行われるストレン
ジに関する研究や著作にはストレンジの写真とサ
インを使用することによりストレンジの人柄をよ
り紹介できるようになったのではないかと考えら
れる。
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